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することとした)0 [今年度 (平成 23年度)までは､
学科 ･基地とも従来通り ｢マウス ･ラット･スナネ
ズミ･ハムスターは必須とする｣｡学科試験設問形式































































期の細胞のアポ トー シス頻度が有意に上昇 している
ことが確認された｡一方､C3HとJFlを用いた亜種
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番講頚室で高橋純夫先生 ･竹内 栄先生 (岡山大埋
学部)のお世話で開催された｡一般差掛寅2題､特別
講演3題､懇親会が企画された｡第60回研究会は日



































































































































































とから､平成 23年度 (1月 1日-12月31日)の会
計報告が作成された｡前記の第2回理事会の報告｢会
計収支中間報告｣に追加､変更のあった項目と金額
のみをF記に示す｡
第 62回研究会の補助は 136,358円､支出総視は
458,714円となり､収入総甜934,759円から支出総額
458,714円を差 し引いた残高は476,045円となった｡
平成24(2012)年2月7日､10日に監事の高橋純夫先
生 ･菊永茂司先生により会計監査を受けた｡
